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分
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評
価

四　

私
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展
開

五　

結
語

一　

序

本
稿
は
、
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
七
つ
の
事
件
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
〈
明
確
性
の
原

則
〉
の
考
え
に
検
討
を
加
え
、
私
見
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

論　

説

（
一
一
三
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
九
二

刑
罰
法
規
が
不
明
確
な
場
合
、
罪
刑
法
定
主
義
に
実
質
的
に
違
背
し
、
憲
法
的
に
は
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
法
規

が
無
効
と
な
る
こ
と
は
、
刑
法
学
者
の
多
く
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
1
）

。
判
例
と
し
て
も
、
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
上
告
審
判
決
が
一
定

の
基
準
を
示
し
て
お
り
、
以
来
、
刑
罰
法
規
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
旨
主
張
さ
れ
た
事
件
は
数
多
い
（
2
）

。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
答
え
て
最
高
裁
の
法
廷
意
見
（
多
数
意
見
│
本
稿
に
お
い
て
は
、
判
決
・
決
定
が
使
用
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
「
法
廷
意
見
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
）
が
当
該
刑
罰
法
規
を
違
憲
無
効
で
あ
る
と
し
た
例
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

一
九
九
〇
年
の
段
階
で
、「〔
…
〕
最
高
裁
は
法
的
技
術
を
駆
使
し
た
裁
判
所
に
よ
る
解
釈
や
下
位
の
法
規
範
に
よ
る
明
確
化
を
是
認
し
、

『
法
的
理
解
と
し
て
の
刑
罰
法
規
の
明
確
性
』
が
明
確
性
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
「
公
正
な
告
知
」
の
中
核
と
い
え
る

「
一
般
人
の
認
識
可
能
性
」
を
極
め
て
低
い
も
の
に
さ
せ
、「
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
『
明
確
性
』
も
、
中
核
的
な
犯
罪
行
為
を
推
測
さ
せ
る

に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
抽
象
的
・
価
値
的
基
準
の
存
在
で
足
り
る
と
し
て
い
る
」
の
で
、「
一
般
人
の
認
識
可
能
性
」
を
低
下
さ
せ
る
と
と

も
に
、
刑
罰
権
の
恣
意
的
濫
用
の
危
険
を
内
包
さ
せ
て
お
り
、「
結
局
、
わ
が
国
の
最
高
裁
が
用
い
る
『
明
確
性
の
理
論
』
は
現
実
的
な

機
能
を
果
た
し
え
な
い
構
造
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
不
明
確
に
よ
り
違
憲
と
さ
れ
た
法
令
が
存
在
し
な
い
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た

批
判
が
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
（
3
）

。
そ
の
後
、
一
九
九
八
年
に
食
品
衛
生
法
違
反
事
件
上
告
審
判
決
が
登
場
し
、
広
島
市
暴
走
族
追
放

条
例
事
件
上
告
審
判
決
、
世
田
谷
区
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
事
件
上
告
審
決
定
を
経
て
、
北
海
道
迷
惑
防
止
条
例
事
件
上
告
審
決
定
に

い
た
る
ま
で
、
明
確
性
の
原
則
の
機
能
不
全
な
い
し
形
骸
化
は
一
層
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
姿
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
明
確
性

の
原
則
に
つ
い
て
の
先
駆
的
で
浩
瀚
な
研
究
で
あ
る
佐
藤
文
哉
（
当
時
、
秋
田
地
裁
判
事
補
）「
法
文
の
不
明
確
に
よ
る
法
令
の
無
効
（
4
）

」
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
変
容
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
を
「
わ
が
国
に
お
け
る
独
自
の
法
発
展
」
と
し
て
受
け
容
れ
る
べ
き

か
は
熟
考
を
要
し
よ
う
。
そ
こ
で
、
七
つ
の
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
例
を
分
析
・
評
価
し
、
明
確
性
の
原
則
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
提

（
一
一
三
四
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

一
九
三

言
を
試
み
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

二　

裁
判
例
に
み
る
明
確
性
の
原
則

1　

徳
島
市
公
安
条
例
事
件
（
上
告
審
判
決
：
最
大
判
昭
和
五
〇
年
九
月
一
〇
日
刑
集
二
九
巻
八
号
四
八
九
頁
）

こ
の
事
件
で
は
、
集
団
行
進
の
際
に
蛇
行
行
進
し
た
り
し
た
こ
と
が
、
徳
島
市
公
安
条
例
三
条
三
号
「
交
通
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
」

と
い
う
遵
守
事
項
に
反
す
る
と
し
て
、
関
係
者
が
同
条
例
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
第
一
審
判
決
（
徳
島
地
判
昭
和
四
七
年
四
月
二
〇
日
刑

集
二
九
巻
八
号
五
五
二
頁
）
は
、「
交
通
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
」
が
不
明
確
で
あ
る
と
し
て
、
憲
法
三
一
条
違
反
を
理
由
に
無
罪
と
し
、

原
審
判
決
（
高
松
高
判
昭
和
四
八
年
二
月
一
九
日
刑
集
二
九
巻
八
号
五
七
〇
頁
）
も
こ
れ
を
支
持
し
た
。
上
告
審
判
決
は
、「
通
常
の
判
断
能
力

を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
お
い
て
、
具
体
的
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ

う
な
基
準
が
読
み
取
れ
る
か
ど
う
か
」（
以
下
、「
一
般
人
基
準
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
不
明
確
ゆ
え
憲
法
三
一
条
違
反
と
認
め
ら
れ
る
か
を

判
断
す
る
と
し
つ
つ
、
同
条
例
に
つ
い
て
は
、「
殊
更
な
交
通
秩
序
の
阻
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
行
為
」
を
避
け
る
よ
う
命
じ
て
い
る
と

解
し
、
一
般
人
基
準
に
従
っ
て
同
条
例
の
規
定
は
憲
法
に
違
反
し
な
い
と
し
た
。

2　

福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
（
上
告
審
判
決
：
最
大
判
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
三
日
刑
集
三
九
巻
六
号
四
一
三
頁
）

福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
一
〇
条
一
項
は
、「
何
人
も
、
青
少
年
に
対
し
、
淫
行
又
は
わ
い
せ
つ
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
、
同
条
例
一
六
条
一
項
は
、
違
反
者
を
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
し
て
い
た
。
被
告
人
（
本

件
当
時
二
六
歳
、
男
性
）
は
、
福
岡
県
内
の
ホ
テ
ル
の
客
室
内
で
、
Ａ
（
本
件
当
時
一
六
歳
、
女
性
）
が
一
八
歳
に
満
た
な
い
青
少
年
で
あ
る

こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
Ａ
と
性
交
を
し
、
同
条
例
一
〇
条
一
項
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
第
一
審
判
決
（
小
倉
簡
判
昭
和
五
六
年
一
二
月

（
一
一
三
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
九
四

一
四
日
刑
集
三
九
巻
六
号
四
六
一
頁
）、
第
二
審
判
決
（
福
岡
高
判
昭
和
五
七
年
三
月
二
九
日
刑
集
三
九
巻
六
号
四
六
二
頁
）
と
も
に
有
罪
の
判
断
を

示
し
た
。
被
告
人
は
、
上
告
し
、
上
告
審
に
お
い
て
、
同
条
例
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
淫
行
」
の
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
か
ら
憲
法
三
一

条
に
違
反
す
る
な
ど
と
主
張
し
た
。

上
告
審
判
決
は
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
法
廷
意
見
は
、
同
条
例
の
条
項
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
を
総
合
す
る
と
、「〔
…
〕
本
条
例
一
〇
条

一
項
の
規
定
に
い
う
『
淫
行
』
と
は
、
広
く
青
少
年
に
対
す
る
性
行
為
一
般
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
青
少
年
を
誘
惑
し
、

威
迫
し
、
欺
罔
し
又
は
困
惑
さ
せ
る
等
そ
の
心
身
の
未
成
熟
に
乗
じ
た
不
当
な
手
段
に
よ
り
行
う
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
の
ほ
か
、
青

少
年
を
単
に
自
己
の
性
的
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
し
か
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
性
交
又
は
性
交
類
似
行

為
を
い
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」、「
前
記
『
淫
行
』
を
目
し
て
単
に
反
倫
理
的
あ
る
い
は
不
純
な
性
行
為
と
解
す
る
の
で
は
、

犯
罪
の
構
成
要
件
と
し
て
不
明
確
で
あ
る
と
の
批
判
を
免
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
前
記
の
規
定
の
文
理
か
ら
合
理
的
に
導
き
出
さ
れ
得
る

解
釈
の
範
囲
内
で
、
前
叙
の
よ
う
に
限
定
し
て
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の

理
解
に
も
適
う
も
の
で
あ
」
る
、
と
し
た
。

伊
藤
正
己
裁
判
官
、
谷
口
正
孝
裁
判
官
、
島
谷
六
郎
裁
判
官
の
（
法
廷
意
見
の
解
釈
は
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
が
及
ば
な

い
も
の
で
あ
る
旨
述
べ
る
点
で
共
通
す
る
）
各
反
対
意
見
が
あ
る
。

3　

岐
阜
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
（
上
告
審
判
決
：
最
判
平
成
元
年
九
月
一
九
日
刑
集
四
三
巻
八
号
七
八
五
頁
）

岐
阜
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
六
条
一
項
は
、
知
事
は
、
図
書
、
が
ん
具
そ
の
他
の
物
の
内
容
等
が
「
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、

又
は
著
し
く
残
忍
性
を
助
長
す
る
た
め
」
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
図
書
等
を
有
害

図
書
等
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
し
、
同
条
二
項
は
、
知
事
は
、
指
定
す
べ
き
図
書
の
う
ち
、「
特
に
卑
わ
い
な
姿
態
若
し
く
は
性
行
為

（
一
一
三
六
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

一
九
五

を
被
写
体
と
し
た
写
真
又
は
こ
れ
ら
の
写
真
を
掲
載
す
る
紙
面
が
編
集
紙
面
の
過
半
を
占
め
る
と
認
め
ら
れ
る
刊
行
物
」
に
つ
い
て
は
、

同
条
一
項
の
指
定
に
代
え
て
、
当
該
写
真
の
内
容
を
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
同
条
例
六
条
の
六
第
一
項
本
文
は
、「
自
動
販
売
機
業
者
は
、
有
害
指
定
図
書
等
を
自
動
販
売
機
に
収
納
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
規
定
し
、
違
反
者
は
二
一
条
五
号
に
よ
り
三
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
に
処
す
る
と
し
て
い
た
。
被
告
人
ら
は
、
同
条
例

六
条
二
項
の
有
害
図
書
指
定
を
受
け
た
雑
誌
を
自
動
販
売
機
に
収
納
し
た
と
し
て
、
六
条
の
六
第
一
項
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
第
一
審

判
決
（
岐
阜
簡
判
昭
和
六
二
年
六
月
五
日
刑
集
四
三
巻
八
号
八
一
五
頁
）、
第
二
審
判
決
（
名
古
屋
高
判
昭
和
六
二
年
一
一
月
二
五
日
刑
集
四
三
巻
八
号

八
一
九
頁
）
と
も
に
有
罪
の
判
断
を
示
し
た
。

上
告
審
判
決
は
、
弁
護
人
ら
の
上
告
趣
意
の
う
ち
規
定
の
不
明
確
さ
を
理
由
に
憲
法
二
一
条
、
三
一
条
違
反
を
い
う
点
は
、「
本
条
例

の
有
害
図
書
の
定
義
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
前
提
を
欠
」
く
な
ど
と
述
べ
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

伊
藤
正
己
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
同
条
例
六
条
一
項
の
「
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
又
は
著
し
く
残
忍
性
を
助
長
す
る
」
は
、

岐
阜
県
青
少
年
対
策
本
部
次
長
通
達
に
よ
り
審
査
基
準
が
か
な
り
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
不
明
確
と
は
い
え
ず
、
本
件
で
問

題
と
さ
れ
る
六
条
二
項
で
は
、
指
定
有
害
図
書
を
「
特
に
卑
わ
い
な
姿
態
若
し
く
は
性
行
為
を
被
写
体
と
し
た
写
真
又
は
こ
れ
ら
の
写
真

を
掲
載
す
る
紙
面
が
編
集
紙
面
の
過
半
を
占
め
る
と
認
め
ら
れ
る
刊
行
物
」
と
定
義
し
て
い
て
、
一
項
の
場
合
に
比
し
て
具
体
化
が
さ
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
写
真
の
内
容
に
つ
い
て
は
岐
阜
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
二
条
、
告
示
（
昭
和
五
四
年
七
月
一
日
岐
阜
県
告

示
第
五
三
九
号
）
を
通
じ
、
一
層
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
結
局
、「
本
件
条
例
は
、
そ
の
下
位
の
諸
規
範
と
あ
い
ま
っ
て
、

具
体
的
な
基
準
を
定
め
、
表
現
の
自
由
に
み
あ
う
だ
け
の
明
確
性
を
そ
な
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
件
条
例
に
一
つ
の
限
定
解
釈
と
も
い

え
る
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、〔
…
〕
基
準
の
不
明
確
性
を
理
由
に
法
令
と
し
て
の
そ
れ
が
違
憲
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と

（
一
一
三
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
九
六

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
刑
集
四
三
巻
八
号
七
九
九
頁
）。

4　

食
品
衛
生
法
違
反
事
件
（
上
告
審
決
定
：
最
決
平
成
一
〇
年
七
月
一
〇
日
刑
集
五
二
巻
五
号
二
九
七
頁
）

食
品
衛
生
法
四
条
は
、「
有
害
な
、
若
し
く
は
有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
、
若
し
く
は
附
着
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
疑
い
が
あ
る
も
の
」（
二

号
）
の
販
売
等
を
禁
止
し
、
同
法
三
〇
条
は
、
違
反
者
を
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
し
て
い
た
。
被
告

人
（
魚
の
卸
業
者
）
は
、
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
（
肉
内
の
脂
肪
中
の
ワ
ッ
ク
ス
エ
ス
テ
ル
に
よ
り
下
痢
を
生
じ
る
魚
）
の
加
工
品
に
つ
い
て
、
販
売

等
を
し
た
た
め
、
同
法
四
条
（
二
号
）
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
第
一
審
判
決
（
東
京
地
判
平
成
五
年
一
〇
月
二
五
日
刑
集
五
二
巻
五
号
三
一
五

頁
）、
第
二
審
判
決
（
東
京
高
判
平
成
七
年
一
〇
月
三
一
日
刑
集
五
二
巻
五
号
三
二
一
頁
）
と
も
に
有
罪
の
判
断
を
示
し
た
。
な
お
、
第
二
審
判

決
の
認
定
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
の
加
工
や
販
売
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
衛
生
部
長
か
ら
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

一
一
月
一
二
日
付
照
会
書
（
ワ
ッ
ク
ス
を
多
量
に
含
有
す
る
魚
〔
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
〕
の
取
扱
い
に
つ
い
て
教
示
を
求
め
る
も
の
）
に
対
し
、
昭
和

五
六
（
一
九
八
一
）
年
一
月
一
〇
日
付
厚
生
省
環
境
衛
生
局
乳
肉
衛
生
課
長
か
ら
「
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
第
四

条
第
二
号
に
該
当
す
る
食
品
と
し
て
取
扱
う
べ
き
も
の
と
解
す
る
」
と
の
回
答
（
以
下
、「
厚
生
省
課
長
回
答
」
と
い
う
）
が
あ
っ
た
後
、
処

罰
さ
れ
る
事
例
が
出
る
よ
う
に
な
り
（
刑
集
五
二
巻
五
号
三
三
二
、三
三
六
〜
三
三
七
頁
参
照
）、「
現
象
的
に
は
、
白
地
刑
罰
法
規
で
あ
っ
た

同
法
四
条
二
号
の
規
定
を
行
政
官
庁
の
一
担
当
者
の
回
答
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
」（
刑
集
五
二

巻
五
号
三
三
七
頁
）。
ま
た
、
第
一
審
判
決
の
「
量
刑
の
事
情
」
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
頃
か
ら
大
量
に
ア
ブ

ラ
ソ
コ
ム
ツ
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
保
健
所
か
ら
、
厚
生
省
課
長
回
答
及
び
通
知
に
基
づ
き
、
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
の
販
売

等
を
差
し
控
え
る
よ
う
警
告
を
受
け
る
な
ど
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
を
継
続
し
、
本
件
各
犯
行
（
い
ず
れ
も
平
成
三
〔
一
九
九
一
〕

年
中
に
実
行
）
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
刑
集
五
二
巻
五
号
三
二
一
頁
参
照
）。

（
一
一
三
八
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

一
九
七

被
告
人
は
上
告
し
、
弁
護
人
の
上
告
趣
意
に
お
い
て
は
、
同
法
四
条
二
号
の
抽
象
的
か
つ
漠
然
と
し
た
文
言
を
厚
生
省
課
長
回
答
で
補

完
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
を
明
確
に
し
て
い
る
点
は
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
な
ど
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。

上
告
審
決
定
は
、
弁
護
人
の
上
告
趣
意
の
う
ち
同
法
四
条
二
号
の
憲
法
三
一
条
違
反
を
い
う
点
は
、
同
号
に
い
う
「『
有
害
な
物
質
』

の
意
義
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
所
論
は
前
提
を
欠
」
く
等
と
述
べ
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

5　

広
島
市
暴
走
族
追
放
条
例
事
件
（
上
告
審
判
決
：
最
判
平
成
一
九
年
九
月
一
八
日
刑
集
六
一
巻
六
号
六
〇
一
頁
）

広
島
市
暴
走
族
追
放
条
例
二
条
七
号
は
、
同
条
例
が
想
定
す
る
暴
走
族
を
「
暴
走
行
為
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
集
団

又
は
公
共
の
場
所
に
お
い
て
、
公
衆
に
不
安
若
し
く
は
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
特
異
な
服
装
若
し
く
は
集
団
名
を
表
示
し
た
服
装
で
、

い
集
、
集
会
若
し
く
は
示
威
行
為
を
行
う
集
団
を
い
う
」
と
定
義
し
、
一
六
条
は
、「
何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
た
上
、
一
号
で
、「
公
共
の
場
所
に
お
い
て
、
当
該
場
所
の
所
有
者
又
は
管
理
者
の
承
諾
又
は
許
可
を
得
な
い
で
、
公
衆
に
不

安
又
は
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
い
集
又
は
集
会
を
行
う
こ
と
」
が
禁
止
行
為
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
条
例
一
七
条
は
市

長
に
よ
る
中
止
・
退
去
命
令
に
つ
い
て
規
定
し
、
一
九
条
は
、
同
命
令
の
違
反
者
を
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
と
し
て
い
た
。
被
告
人
は
、
暴
走
族
構
成
員
約
四
〇
名
と
共
謀
の
上
、
広
島
市
の
管
理
す
る
公
共
の
場
所
で
あ
る
広
場
で
、
特
攻
服

を
着
用
し
、
円
陣
を
組
み
旗
を
立
て
る
等
威
勢
を
示
し
て
、
公
衆
に
不
安
又
は
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
集
会
を
お
こ
な
い
、
広
島
市

長
の
権
限
を
代
行
す
る
広
島
市
職
員
か
ら
集
会
を
中
止
し
て
広
場
か
ら
退
去
す
る
よ
う
命
令
を
受
け
な
が
ら
、
こ
れ
に
従
わ
ず
、
引
き
続

き
同
所
に
お
い
て
集
会
を
継
続
し
た
こ
と
か
ら
、
命
令
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
第
一
審
判
決
（
広
島
地
判
平
成
一
六
年
七
月
一
六
日
刑
集

六
一
巻
六
号
六
四
五
頁
）、
第
二
審
判
決
（
広
島
高
判
平
成
一
七
年
七
月
二
八
日
刑
集
六
一
巻
六
号
六
六
二
頁
）
と
も
に
有
罪
の
判
断
を
示
し
た
。

上
告
審
判
決
は
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
法
廷
意
見
は
、
同
条
例
一
六
条
一
項
一
号
、
一
七
条
、
一
九
条
の
適
用
範
囲
が
広
範
に
過
ぎ
る

（
一
一
三
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
九
八

と
の
所
論
に
対
し
、
同
条
例
の
全
体
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
趣
旨
、
同
条
例
施
行
規
則
の
規
定
（
中
止
命
令
等
を
発
す
る
際
の
判
断

基
準
を
示
し
た
も
の
）
等
を
総
合
す
れ
ば
、
同
条
例
が
規
制
の
対
象
と
し
て
い
る
「
暴
走
族
」
は
、
二
条
七
号
の
定
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

暴
走
行
為
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
本
来
的
な
意
味
の
暴
走
族
の
ほ
か
に
は
、「
服
装
、
旗
、
言
動
な
ど
に
お
い
て
こ
の

よ
う
な
暴
走
族
に
類
似
し
社
会
通
念
上
こ
れ
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
集
団
」
に
限
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
中
止
・
退
去
命
令
を
発

し
う
る
対
象
も
、
集
会
と
の
関
係
で
は
、
本
来
的
意
味
に
お
け
る
暴
走
族
及
び
前
記
の
よ
う
な
そ
の
類
似
集
団
に
よ
る
集
会
が
一
六
条
一

項
一
号
、
一
七
条
所
定
の
場
所
及
び
態
様
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、「
こ
の
よ
う
に
限
定

的
に
解
釈
す
れ
ば
、
本
条
例
一
六
条
一
項
一
号
、
一
七
条
、
一
九
条
の
規
定
に
よ
る
規
制
は
、
広
島
市
内
の
公
共
の
場
所
に
お
け
る
暴
走

族
に
よ
る
集
会
等
が
公
衆
の
平
穏
を
害
し
て
き
た
こ
と
、
規
制
に
係
る
集
会
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
直
ち
に
犯
罪
と
し
て
処

罰
す
る
の
で
は
な
く
、
市
長
に
よ
る
中
止
命
令
等
の
対
象
と
す
る
に
と
ど
め
、
こ
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
初
め
て
処
罰
す
る
も
の
と

す
る
と
い
う
事
後
的
か
つ
段
階
的
規
制
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
る
と
、〔
…
〕
い
ま
だ
憲
法
二
一
条
一
項
、
三
一
条
に
違
反

す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
は
」
明
ら
か
で
あ
る
、
と
し
た
。
ま
た
、
法
廷
意
見
は
、「
な
お
、
所
論
は
、
本
条
例
一
六
条
一
項
一
号
、

一
七
条
、
一
九
条
の
各
規
定
が
明
確
性
を
欠
き
、
憲
法
二
一
条
一
項
、
三
一
条
に
違
反
す
る
旨
主
張
す
る
が
、
各
規
定
の
文
言
は
不
明
確

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
所
論
は
前
提
を
欠
く
」
と
す
る
。

堀
籠
幸
雄
裁
判
官
、
那
須
弘
平
裁
判
官
の
各
補
足
意
見
、
藤
田
宙
靖
裁
判
官
、
田
原
睦
夫
裁
判
官
の
各
反
対
意
見
が
あ
る
。

6　

世
田
谷
区
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
事
件
（
上
告
審
決
定
：
最
決
平
成
二
〇
年
七
月
一
七
日
裁
判
集
刑
事
二
九
四
号
八
六
九
頁
）

世
田
谷
区
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
三
一
条
の
二
第
一
項
は
「
第
三
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
で
定
め
る
所
定

の
場
所
に
置
か
れ
た
廃
棄
物
の
う
ち
、
古
紙
、
ガ
ラ
ス
び
ん
、
缶
等
再
利
用
の
対
象
と
な
る
物
と
し
て
区
長
が
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て

（
一
一
四
〇
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

一
九
九

は
、
区
長
及
び
区
長
が
指
定
す
る
者
以
外
の
者
は
、
こ
れ
ら
を
収
集
し
、
又
は
運
搬
し
て
は
な
ら
な
い
」
旨
を
、
同
条
二
項
は
「
区
長
は
、

区
長
が
指
定
す
る
者
以
外
の
者
が
前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
収
集
し
、
又
は
運
搬
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
を

行
わ
な
い
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
を
、
三
五
条
一
項
は
「
区
長
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

関
す
る
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
遅
滞
な
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
を
、
定
め
て
い
た
（
な
お
、
七
九
条
一
号
は
、
命
令
に
違
反
し
た

場
合
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
旨
を
定
め
て
い
た
）。
同
条
例
三
五
条
一
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
さ
れ
た
「
平
成
一
六
年
度
一
般

廃
棄
物
処
理
計
画
」
に
は
、
家
庭
廃
棄
物
に
つ
き
「
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
及
び
資
源
に
分
別
し
、
別
表
第
一
に
定
め
る
収
集
曜
日
及
び

時
間
に
、
保
管
し
て
い
る
場
所
か
ら
定
め
ら
れ
た
場
所
に
排
出
す
る
」
旨
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
に
つ
い
て
は
「
原

則
と
し
て
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
区
民
等
が
協
議
の
う
え
位
置
を
定
め
、
そ
の
場
所
を
区
に
申
し
出
て
、
区
が
収
集
可
能
で
あ
る
と

確
認
し
た
場
所
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
被
告
人
は
、「
区
長
が
指
定
す
る
者
以
外
の
者
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
理
計

画
の
「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
に
置
か
れ
た
古
紙
を
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
四
日
に
回
収
し
た
た
め
、
警
告
書
の
交
付
を
受
け
、

同
年
五
月
二
〇
日
に
別
の
「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
に
置
か
れ
た
古
紙
を
回
収
し
た
た
め
、
禁
止
命
令
書
の
交
付
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
被

告
人
は
、
同
年
一
二
月
四
日
に
別
の
「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
に
置
か
れ
た
古
紙
を
収
集
し
、
禁
止
命
令
違
反
罪
に
問
わ
れ
た
。
第
一
審
判

決
（
東
京
簡
判
平
成
一
九
年
五
月
七
日
公
刊
物
未
登
載
）
は
、
同
条
例
三
一
条
の
二
第
一
項
の
「
所
定
の
場
所
」
を
特
定
す
る
記
載
が
処
理
計

画
に
な
い
上
、「
所
定
の
場
所
」
と
「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
と
は
異
な
り
、
仮
に
「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
が
「
所
定
の
場
所
」
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
に
し
て
も
「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
に
つ
い
て
の
記
載
は
具
体
的
な
特
定
の
場
所
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
看
板
・
コ
ン
テ
ナ
の

存
在
等
に
よ
っ
て
も
犯
罪
構
成
要
件
の
特
定
は
充
分
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
被
告
人
を
無
罪
と
し
た
。
第
二
審
判
決
（
東
京
高
判

平
成
一
九
年
一
二
月
一
八
日
判
例
時
報
一
九
九
五
号
五
六
頁
）
は
、「〔
…
〕
本
件
条
例
三
一
条
の
二
第
一
項
に
い
う
『
所
定
の
場
所
』
と
は
処

（
一
一
四
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
〇
〇

理
計
画
に
い
う
『
定
め
ら
れ
た
場
所
』
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
処
理
計
画
に
い
う
『
区
民
に
お
い
て
ご
み
を
排
出
す
べ
き
場
所
と
合

意
し
、
区
に
お
い
て
そ
の
旨
確
認
す
る
』
手
続
に
よ
り
確
定
さ
れ
た
、
区
民
等
が
ご
み
、
資
源
等
を
分
別
し
て
排
出
す
べ
き
場
所
の
こ
と

を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
も
適
う
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、

本
件
条
例
に
よ
る
規
制
は
所
定
の
場
所
に
お
け
る
古
紙
等
の
収
集
行
為
を
直
ち
に
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る
の
で
は
な
く
、
区
長
に
よ
る
禁

止
命
令
の
対
象
と
す
る
に
と
ど
め
、
こ
の
命
令
を
受
け
た
者
が
命
令
に
違
反
し
て
初
め
て
処
罰
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
等
を
併
せ
考
え

る
と
、
同
規
定
に
つ
き
処
罰
の
範
囲
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
も
不
明
確
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
か
ら
、
同
規
定
が
憲
法
三
一
条
の
規
定
に

違
反
す
る
と
は
い
え
な
い
」
な
ど
と
し
て
、
無
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。
被
告
人
は
、
上
告
し
て
、
本
条
例
三
一
条
の
二
第
一
項
の
「
一
般

廃
棄
物
処
理
計
画
で
定
め
る
所
定
の
場
所
」
が
不
明
確
で
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
な
ど
と
主
張
し
た
。

上
告
審
決
定
は
、「
上
告
趣
意
の
う
ち
世
田
谷
区
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
三
一
条
の
二
第
一
項
に
い
う
『
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
で

定
め
る
所
定
の
場
所
』
の
明
確
性
に
関
し
憲
法
三
一
条
違
反
を
い
う
点
は
、
同
条
例
三
一
条
の
二
第
一
項
、
三
七
条
、
一
般
廃
棄
物
処
理

計
画
等
に
よ
れ
ば
、
世
田
谷
区
が
、
一
般
廃
棄
物
の
収
集
に
つ
い
て
区
民
等
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、
区
民
等
が
一
般
廃
棄
物
を
分
別
し

て
排
出
す
る
場
所
と
し
て
定
め
た
一
般
廃
棄
物
の
集
積
所
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、『
所
定
の
場
所
』
の
文
言
を
用
い
た
本

件
罰
則
規
定
が
、
刑
罰
法
規
の
構
成
要
件
と
し
て
不
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
本
件
に
お
け
る
違
反
場
所
は
、『
資
源
・
ご

み
集
積
所
』
と
記
載
し
た
看
板
等
に
よ
り
、
上
記
集
積
所
で
あ
る
こ
と
が
周
知
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

7　

北
海
道
迷
惑
防
止
条
例
事
件
（
上
告
審
決
定
：
最
決
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
〇
日
刑
集
六
二
巻
一
〇
号
二
八
五
三
頁
）

北
海
道
迷
惑
防
止
条
例
二
条
の
二
第
一
項
柱
書
は
、「
何
人
も
公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
に
い
る
者
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な

い
の
に
、
著
し
く
し
ゅ
う
恥
さ
せ
、
又
は
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
同

（
一
一
四
二
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
〇
一

項
四
号
に
は
「
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
卑
わ
い
な
言
動
を
す
る
こ
と
」
が
禁
止
行
為
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
違

反
者
は
一
〇
条
一
項
に
よ
り
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
被
告
人
は
、
正
当
な
理
由
が
な

い
の
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
細
身
の
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
た
女
性
客
（
当
時
二
七
歳
）
の
背
後
か
ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

機
能
付
携
帯
電
話
で
、
臀
部
を
約
一
一
回
撮
影
し
た
こ
と
か
ら
、
同
条
例
二
条
の
二
第
一
項
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
第
一
審
判
決
（
旭

川
簡
判
平
成
一
九
年
三
月
九
日
刑
集
六
二
巻
一
〇
号
二
八
九
〇
頁
）
は
、
被
告
人
の
行
為
は
二
条
の
二
第
一
項
二
号
、
四
号
に
該
当
し
な
い
と

し
て
、
被
告
人
を
無
罪
と
し
た
。
第
二
審
判
決
（
札
幌
高
判
平
成
一
九
年
九
月
二
五
日
刑
集
六
二
巻
一
〇
号
二
九
〇
〇
頁
）
は
、
被
告
人
の
行
為

は
二
条
の
二
第
一
項
四
号
に
あ
た
る
と
し
た
上
、
同
号
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
り
憲
法
三
一
条
、
三
九
条
に
違
反
す
る
と
の
主
張
に
対
し

て
は
、
同
号
の
構
成
要
件
は
一
項
柱
書
の
文
言
と
あ
い
ま
っ
て
明
確
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
た
。

上
告
審
決
定
は
上
告
を
棄
却
し
た
。
法
廷
意
見
は
、
同
条
例
二
条
の
二
第
一
項
四
号
の
「
卑
わ
い
な
言
動
」
と
は
、「
社
会
通
念
上
、

性
的
道
義
観
念
に
反
す
る
下
品
で
み
だ
ら
な
言
語
又
は
動
作
を
い
う
」
と
解
さ
れ
、
一
項
柱
書
の
「
公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
に
い

る
者
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
著
し
く
し
ゅ
う
恥
さ
せ
、
又
は
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
」
と
あ
い
ま
っ
て
、「
日
常
用

語
と
し
て
こ
れ
を
合
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
所
論
の
よ
う
に
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。

田
原
睦
夫
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
。

三　

裁
判
例
の
分
析
・
評
価

前
章
の
各
裁
判
例
を
、
以
下
、
分
析
・
評
価
す
る
。

明
確
性
を
欠
く
た
め
に
法
令
の
規
定
が
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
上

（
一
一
四
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
〇
二

告
審
判
決
で
示
さ
れ
た
一
般
人
基
準
が
、
そ
の
後
の
（
下
級
審
の
も
の
を
含
む
）
裁
判
例
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
、
判
例
理
論
と
し
て
確
立

し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
最
高
裁
の
法
廷
意
見
が
法
令
を
憲
法
三
一
条
違
反
と
し
た
例
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

一
般
人
基
準
に
よ
り
な
が
ら
、
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
上
告
審
判
決
で
は
高
辻
裁
判
官
が
同
条
例
三
条
三
項
が
明
確
性
を
欠
く
も
の
で
は

な
い
と
す
る
法
廷
意
見
に
は
賛
成
で
き
な
い
旨
の
意
見
を
述
べ
て
お
り
（
刑
集
二
九
巻
八
号
五
二
一
頁
）、
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例

事
件
上
告
審
判
決
で
は
三
人
の
裁
判
官
が
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

徳
島
市
公
安
条
例
事
件
上
告
審
判
決
は
、
一
般
人
基
準
を
定
立
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
刑
罰
法
規
が
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般

人
に
対
し
て
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
と
を
識
別
す
る
た
め
の
基
準
を
示
す
と
こ
ろ
が
な
い
と
「
そ
の
適
用
を
受
け
る
国

民
に
対
し
て
刑
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
を
あ
ら
か
じ
め
告
知
す
る
機
能
を
果
た
さ
ず
、
ま
た
、
そ
の
運
用
が
こ
れ
を
適
用
す
る
国
又
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
の
主
観
的
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
恣
意
に
流
れ
る
等
、
重
大
な
弊
害
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
（
刑
集
二
九
巻
八
号
五
〇
四
頁
）。
こ
こ
で
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
に
、
①
国
民
に
刑
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
を
あ
ら
か
じ
め
告

知
で
き
ず
、
②
刑
罰
権
の
行
使
が
恣
意
的
に
な
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
基
準
定
立
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
す
れ
ば
、
一
般
人
基
準
と
は
別
の
（
む
し
ろ
萎
縮
的
効
果
を
及
ぼ
す
危
険
性
等
を
重
視
す
る
）
基
準
を
定
立
す
る
こ
と
に
な
る
よ

う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
な
「
別
の
基
準
」
に
よ
れ
ば
、
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
に
お
い
て
も
上
告
審
判
決
の
法
廷
意
見
と
は
異
な
っ
た
判

断
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
般
人
基
準
は
、「
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
」
と
は
い
い
な

が
ら
、「
具
体
的
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
基
準
が
読
み
取
れ
る
か

ど
う
か
」
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、〈
具
体
的
な
行
為
者
（
い
わ
ば
「
具
体
人
」）
が
、
当
該
事
案
に
お
い
て
、
現
実
に
自
己
が
お
こ
な

お
う
と
し
て
い
る
具
体
的
な
行
為
に
法
令
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
が
判
断
で
き
れ
ば
よ
い
〉
と
い
う
考
え
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

（
一
一
四
四
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
〇
三

換
言
す
る
な
ら
、
法
廷
意
見
は
、
法
令
の
規
定
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
刑
罰
権
が
恣
意
的
に
行
使
さ
れ
て
国
民
一
般
の
人
権
を
侵

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
か
一
般
的
な
萎
縮
的
効
果
を
及
ぼ
す
と
か
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
、〈
個
別
具
体
的
に
当
該
事
件
の
被
告
人
に
お

い
て
当
該
行
為
が
処
罰
さ
れ
る
も
の
か
否
か
を
判
断
で
き
た
か
〉
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
い
え
る
。
高
辻
裁
判
官
の
意
見
は
、「
本
件

に
お
け
る
だ
行
進
が
、
交
通
秩
序
侵
害
行
為
の
典
型
的
の
も
の
と
し
て
、
本
条
例
三
条
三
号
の
文
言
上
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
者

の
常
識
に
お
い
て
、
そ
の
避
止
す
べ
き
行
為
に
当
た
る
と
理
解
し
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
そ
れ
故
、
本

件
事
実
に
本
条
例
三
条
三
号
、
五
条
を
適
用
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
つ
て
被
告
人
が
、
格
別
、
憲
法
三
一
条
に
よ
つ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
を

侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
刑
集
二
九
巻
八
号
五
一
九
〜
五
二
〇
頁
（
5
）

）。
同
事
件
の
被
告
人
は
、
同
条
例
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
典
型
例
で
あ
る
、
だ
行
進
を
す
る
よ
う
せ
ん
動
し
た
者
で
あ
っ
て
、
被
告
人
が
当
該
集
団
行
進
の
主
催
者
で
あ
る

団
体
の
幹
事
で
あ
り
、
所
轄
警
察
署
長
が
集
団
行
進
に
つ
き
道
路
使
用
許
可
を
出
す
際
に
、「
だ
行
進
、〔
…
〕
等
交
通
秩
序
を
乱
す
お
そ

れ
が
あ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
」
等
の
条
件
を
付
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
被
告
人
に
は
「
具
体
的
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の

適
用
を
受
け
る
も
の
か
の
判
断
」
が
可
能
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
法
廷
意
見
の
判
断
の
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
上
告
審
判
決
に
は
か
な
り
の
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
問
題
性
が
拡
大
し
た
形
で
露
呈
し

た
の
が
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
上
告
審
判
決
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
事
件
の
被
告
人
に
「
具
体
的
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の

適
用
を
受
け
る
も
の
か
の
判
断
」
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。

ま
ず
、
佐
藤
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
6
）

、
構
成
要
件
が
不
明
確
な
場
合
に
は
「
外
延
の
み
が
曖
昧
な
場
合
」
と
「
内
包
も
曖
昧
な
場

合
」
と
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
同
条
例
一
〇
条
一
項
が
禁
止
す
る
「
淫
行
」
は
内
包
も
曖
昧
な
場
合
に
あ
た
る
と
い
え
る
。「
淫
行
」

の
国
語
的
意
味
は
「
み
だ
ら
な
行
為
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
禁
止
行
為
と
し
て
「
わ
い
せ
つ
な
行
為
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ

（
一
一
四
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
〇
四

と
を
考
慮
し
て
も
、「
淫
ら
な
性
行
為
」
と
解
す
る
の
が
限
界
で
あ
る
。「
性
行
為
」
の
典
型
例
は
と
も
か
く
、「
淫
ら
な
」
の
典
型
例
は

考
え
に
く
い
。
法
廷
意
見
が
限
定
解
釈
し
て
導
出
し
た
二
類
型
の
「
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
も
不

明
で
あ
る
。
加
え
て
、「
淫
ら
な
性
行
為
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
「
無
貞
操
な
性
行
為
」「
不
特
定
の
者
を
相
手
と
す
る
性
行
為
」
と
い
っ

た
も
の
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
（
7
）

、
こ
の
限
定
解
釈
の
結
論
は
、
本
来
の
語
義
か
ら
も
遠
い
も
の
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
同
事
件
上

告
審
判
決
以
前
の
類
似
事
件
に
お
け
る
下
級
審
裁
判
例
の
「
淫
行
」
の
解
釈
は
さ
ま
ざ
ま
に
分
か
れ
て
い
た
（
8
）

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
三

裁
判
官
の
反
対
意
見
を
招
い
た
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
要
は
、
法
廷
意
見
の
限
定
解
釈
が
「
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解

に
も
適
う
」
と
い
う
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
同
条
例
に
は
「
淫
行
」
の
定
義
規
定
が
な
い
の
は
も
と
よ
り
、「
淫
行
」
の
意
味
を
具
体
化
し
た
規
則
な
ど
の
規
範
も
存
し

な
い
。
ま
た
、
第
一
審
判
決
か
ら
上
告
審
判
決
ま
で
の
判
決
書
を
み
る
限
り
、
被
告
人
に
同
種
事
件
に
つ
い
て
前
科
や
前
歴
が
あ
る
と
か
、

警
告
等
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
か
い
っ
た
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、
被
告
人
が
自
己
の
行
為
が
禁
止
行
為
に
あ
た
る
と
判
断
す
る
た
め
の

材
料
は
何
ら
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
か
ら
考
え
て
、
被
告
人
に
「
具
体
的
な
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
も
の
か
の
判
断
」
が
可
能
で
あ
っ
た
と
は
認
め

難
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
具
体
的
妥
当
性
の
観
点
か
ら
も
、
上
告
審
判
決
に
お
い
て
は
、
同
条
例
一
〇
条
一
項
の
「
淫
行
」
が
不
明
確

で
あ
る
こ
と
か
ら
同
条
項
を
憲
法
三
一
条
違
反
に
よ
り
無
効
と
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
な
無

理
を
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
法
廷
意
見
は
、
明
確
性
の
原
則
を
形
骸
化
し
た
と
の
批
判
を
免
れ
難
い
で
あ
ろ
う
。
三
裁
判
官
が
反
対
意
見

を
付
し
た
の
も
無
理
は
な
い
と
い
え
る
。

岐
阜
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
の
場
合
は
、
伊
藤
裁
判
官
の
補
足
意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
（
刑
集
四
三
巻
八
号
七
九
八
〜
七
九
九
頁

（
一
一
四
六
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
〇
五

参
照
）、
同
条
例
六
条
二
項
の
規
定
は
、
同
条
例
施
行
規
則
二
条
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
七
月
一
日
岐
阜
県
告
示
第
五
三
九
号
（
以

下
、「
本
件
告
示
」
と
い
う
）
と
い
っ
た
「
下
位
の
法
規
範
」
に
よ
り
、
相
当
に
具
体
化
、
明
確
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
9
）

。
被
告
人
会
社

は
自
動
販
売
機
に
よ
り
図
書
を
販
売
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
相
被
告
人
は
同
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
っ
て
、
本
件
告

示
の
約
六
年
後
（
昭
和
六
〇
〔
一
九
八
五
〕
年
四
月
、
五
月
、
八
月
）
に
自
動
販
売
機
に
雑
誌
を
収
納
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
実
行
の

時
点
で
被
告
人
（
代
表
取
締
役
）
は
、「
具
体
的
な
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
も
の
か
の
判
断
」
が
可
能
で
あ
っ
た
と
み
る

余
地
が
あ
る
。
上
告
審
判
決
が
有
害
図
書
の
意
義
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
憲
法
三
一
条
違
反
の
主
張
を
退
け

た
の
も
こ
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

食
品
衛
生
法
違
反
事
件
は
ど
う
か
。
同
法
四
条
二
号
の
「
有
害
な
物
質
」
は
、
先
に
述
べ
た
「
外
延
の
み
が
曖
昧
な
場
合
」
に
あ
た
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
事
実
関
係
が
規
定
の
適
用
を
受
け
る
典
型
例
に
あ
た
る
場
合
と
し
て
「
本
件
の
事
実
に
適
用
さ
れ
る
限
り
に
お
い

て
明
確
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
や
そ
の
加
工
品
が
「
有
害
な
物

質
」
が
含
ま
れ
る
食
品
の
典
型
例
と
い
え
る
か
と
い
う
と
、
第
二
審
判
決
が
認
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
厚
生
省
課
長
回
答
の
前
提
と
な
っ

た
岡
山
県
衛
生
部
長
の
照
会
書
が
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
一
一
月
一
二
日
付
で
出
さ
れ
る
以
前
は
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
の
加
工
・
販
売

等
が
処
罰
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
難
し
い
と
い
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
第
二
審
判
決
は
、
一
般
人
基
準
を
示
し
た
上
、

「
有
害
な
物
質
」
に
つ
い
て
「
物
質
そ
れ
自
体
に
は
毒
作
用
が
な
く
て
も
人
の
健
康
状
態
に
物
理
的
に
危
害
又
は
不
良
な
変
更
を
引
き
起

こ
す
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
「
一
般
人
の
通
常
理
解
可
能
な
基
準
」
を
定
立
し
、
さ
ら
に
、
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
や
そ
の
加
工
品
が
油
状
下

痢
便
を
排
泄
す
る
に
い
た
ら
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
食
品
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、「
本
件
各
犯
行
時
に
は
す
で
に
社
会
一
般
に
も
よ
く
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、「
基
準
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
の
販
売
等
に
適
用
す
る
に
当

（
一
一
四
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
〇
六

た
っ
て
は
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
、
い
わ
ば
二
段
構
え
で
明
確
性
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
刑
集
五
二
巻

五
号
三
三
七
〜
三
三
八
頁
参
照
）。
加
え
て
、
被
告
人
が
従
来
か
ら
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
を
扱
っ
て
き
た
魚
卸
売
業
者
で
あ
り
、
保
健
所
か
ら

厚
生
省
課
長
回
答
及
び
通
知
に
基
づ
い
た
警
告
を
受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
な
い
し
そ
の
加
工
品
の
販
売
を
継
続

し
て
本
件
各
犯
行
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
被
告
人
に
は
「
具
体
的
な
場
合
に
当
該
行
為
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
も
の
か
の

判
断
」
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
第
二
審
判
決
を
踏
ま
え
て
、
上
告
審
決
定
は
簡
潔
な
表
現
で
明
確
性
を

肯
定
し
た
の
だ
と
思
う
。「
有
害
な
物
質
」
に
つ
い
て
の
解
釈
が
一
般
人
基
準
に
適
う
も
の
か
、
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
な
い
し
そ
の
加
工
品

が
「
有
害
な
物
質
」
が
含
ま
れ
る
典
型
例
と
い
え
る
か
、
規
則
と
異
な
り
公
示
さ
れ
な
い
厚
生
省
課
長
回
答
や
そ
れ
に
基
づ
く
保
健
所
か

ら
の
警
告
に
よ
っ
て
明
確
性
を
補
充
で
き
る
か
は
、
単
体
と
し
て
み
れ
ば
脆
弱
で
は
あ
る
も
の
の
、
総
合
的
に
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
明
確

性
を
肯
定
す
る
判
断
を
示
し
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
10
）

。

広
島
市
暴
走
族
追
放
条
例
事
件
に
お
い
て
は
、
広
範
性
（
過
度
の
広
範
性
）
の
問
題
と
明
確
性
の
問
題
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

主
張
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
た
だ
、
堀
籠
裁
判
官
、
那
須
裁
判
官
の
各
補
足
意
見
及
び
藤
田
裁
判
官
、
田
原
裁
判
官
の
各
反
対
意
見

を
参
照
し
つ
つ
、
明
確
性
の
原
則
と
の
関
係
で
い
う
な
ら
、
同
条
例
が
規
制
の
対
象
と
し
て
い
る
「
暴
走
族
」
は
「
暴
走
行
為
を
目
的
と

し
て
結
成
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
本
来
的
な
意
味
に
お
け
る
暴
走
族
」
の
ほ
か
に
「
服
装
、
旗
、
言
動
な
ど
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
暴
走
族

に
類
似
し
社
会
通
念
上
こ
れ
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
集
団
」
に
限
ら
れ
る
と
い
う
限
定
解
釈
の
前
提
と
し
て
（
11
）

、
①
一
般
国
民
の
理
解

に
お
い
て
具
体
的
場
合
に
当
該
行
為
が
規
制
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
基
準
を
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ

る
か
、
②
中
止
命
令
等
を
発
す
る
際
の
判
断
基
準
を
定
め
た
同
条
例
施
行
規
則
の
規
定
を
考
慮
し
て
同
条
例
自
体
の
規
定
の
限
定
解
釈
を

し
て
も
よ
い
か
、
と
い
っ
た
点
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
堀
籠
裁
判
官
の
補
足
意
見
に
は
、
被
告
人
の
行
為
は
同
条
例
が

（
一
一
四
八
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
〇
七

「
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
典
型
的
な
行
為
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
同
条
例
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、「
被
告
人
に
保
障
さ
れ

て
い
る
憲
法
上
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
罰
則
規
定
の
不
明
確
性
、
広
範
性
を
理
由
に
被
告
人
を
無
罪
と
す

る
こ
と
は
、
国
民
の
視
点
に
立
つ
と
、
ど
の
よ
う
に
映
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
の
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
」
と
あ
る
の
で
（
刑
集
六
一
巻

六
号
六
〇
五
頁
参
照
）、
③
典
型
例
に
あ
た
る
の
で
本
件
の
事
実
に
適
用
さ
れ
る
限
り
明
確
性
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
る
か
、
と
い

う
点
も
問
題
に
な
る
。
な
お
、
必
ず
し
も
明
確
性
と
の
関
係
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
④
法
廷
意
見
が
、
規
制
対
象

の
集
会
を
お
こ
な
う
こ
と
を
直
ち
に
処
罰
す
る
の
で
は
な
く
、
中
止
命
令
等
の
対
象
に
と
ど
め
、
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
じ
め
て
処

罰
す
る
と
い
う
「
事
後
的
か
つ
段
階
的
規
制
」
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
憲
法
三
一
条
違
反
を
否
定
す
る
根
拠
の
一
つ
に
し
て
い
る
点
を
ど

う
評
価
す
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。

堀
籠
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
①
②
に
つ
い
て
肯
定
的
で
あ
る
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
〇
六
〜
六
〇
七
頁
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
、
那
須
裁

判
官
の
補
足
意
見
は
、
①
に
つ
い
て
は
肯
定
的
で
あ
る
も
の
の
②
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
〇
八

〜
六
一
〇
頁
参
照
）。
藤
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
①
②
に
つ
き
否
定
的
で
あ
る
よ
う
に
読
め
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
一
一
〜
六
一
二
頁
）、

ま
た
、
③
に
つ
き
否
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
一
二
頁
参
照
）。
田
原
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
①
②
に
つ
い
て
否
定
的

で
あ
り
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
一
三
〜
六
一
四
頁
参
照
）、
④
に
つ
い
て
も
否
定
的
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
一
八
〜
六
一
九

頁
参
照
）。

法
廷
意
見
は
、
明
確
性
の
問
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
「
各
規
定
の
文
言
が
不
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
て
い
る

も
の
の
、
各
裁
判
官
の
考
え
に
は
複
雑
な
濃
淡
の
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
②
に
つ
き
、
各
裁
判
官
の
意
見
に
か
な
り
の
相
違
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
条
例
を
限
定
解
釈
し
て
憲
法
三
一
条
に
違
反
し
な
い
と
す
る
こ
と
に
は
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
③
に
つ

（
一
一
四
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
〇
八

い
て
は
、
法
廷
意
見
も
否
定
的
に
解
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
本
件
が
憲
法
二
一
条
一
項
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

妥
当
な
判
断
と
い
え
よ
う
（
12
）

。
逆
に
、
④
に
つ
い
て
は
、
法
廷
意
見
に
ス
ペ
ー
ス
を
取
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
し
て
は
詰
め
た
議
論
が
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

世
田
谷
区
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
事
件
で
争
わ
れ
た
の
は
、
同
条
例
三
六
条
の
二
第
一
項
に
い
う
「
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
で
定
め

る
所
定
の
場
所
」
の
明
確
性
で
あ
る
。
規
定
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
の
明
確
性
と
い
う
よ
り
、
①
条
例
自
体
に
で
は
な
く
一
般

廃
棄
物
処
理
計
画
（
以
下
、「
処
理
計
画
」
と
い
う
）
に
「
所
定
の
場
所
」
が
ど
こ
で
あ
る
か
が
明
示
し
て
あ
れ
ば
明
確
で
あ
る
と
し
て
よ
い

か
、
②
そ
う
で
あ
る
と
し
て
、
同
条
例
と
処
理
計
画
に
よ
り
「
所
定
の
場
所
」
は
明
確
で
あ
る
と
い
え
る
か
、
③
「
所
定
の
場
所
」
に
あ

た
る
場
所
が
「
資
源
・
ご
み
集
積
所
」
と
記
載
し
た
看
板
等
に
よ
り
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
憲
法
三
一
条
違
反
で
な
い
と
す
る
こ
と

は
で
き
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
ま
た
、
第
二
審
判
決
は
、
一
般
人
基
準
に
よ
っ
て
明
確
性
を
肯
定
す
る
と
と
も
に
、

（
所
定
の
場
所
か
ら
の
古
紙
等
の
収
集
行
為
を
直
接
処
罰
す
る
の
で
は
な
く
区
長
に
よ
る
禁
止
命
令
の
対
象
と
す
る
に
と
ど
め
）
命
令
違
反
が
あ
っ
て

初
め
て
処
罰
す
る
と
い
う
規
制
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
不
明
確
性
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
島
市
暴
走
族
追
放

条
例
事
件
上
告
審
判
決
で
登
場
し
た
④
「
事
後
的
か
つ
段
階
的
規
制
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
三
一
条
に
違
反
し
な
い
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
が
明
確
性
に
関
し
て
問
題
に
な
る
と
い
え
る
。

世
田
谷
区
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
事
件
上
告
審
決
定
は
、
①
な
い
し
③
に
つ
い
て
肯
定
し
、
ま
た
、
④
に
つ
い
て
は
と
く
に
触
れ
て

い
な
い
の
で
、
第
二
審
判
決
を
基
本
的
に
是
認
し
た
も
の
と
い
え
る
。
反
対
意
見
は
な
く
、
補
足
意
見
す
ら
な
い
。
上
告
審
決
定
の
み
を

読
む
限
り
で
は
、
上
告
を
棄
却
す
る
こ
と
に
つ
い
て
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。

し
か
し
、
事
実
関
係
、
実
態
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
上
告
審
決
定
が
第
二
審
判
決
を
是
認
し
た
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

（
一
一
五
〇
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
〇
九

東
京
簡
易
裁
判
所
は
、
同
事
件
の
第
一
審
判
決
（
平
成
一
七
年
ろ
第
二
〇
四
一
号
・
平
成
一
九
年
五
月
七
日
判
決
）
の
ほ
か
に
五
件
の
同
種
事

件
に
つ
き
無
罪
判
決
を
下
し
て
い
る
（（
ⅰ
）
平
成
一
七
年
ろ
第
三
六
〇
号
・
平
成
一
九
年
三
月
二
六
日
判
決
・L

E
X
/D
B
28145132

、（
ⅱ
）
平
成

一
七
年
ろ
第
四
四
九
号
・
平
成
一
九
年
三
月
二
六
日
判
決
・L

E
X
/D
B
28135130

、（
ⅲ
）
平
成
一
七
年
ろ
第
二
〇
四
〇
号
・
平
成
一
九
年
三
月
二
六
日

判
決
・L

E
X
/D
B
28135128

、（
ⅳ
）
平
成
一
七
年
ろ
第
二
〇
四
二
号
・
平
成
一
九
年
三
月
二
六
日
判
決
・L

E
X
/D
B
25450800

、（
ⅴ
）
平
成
一
七
年
ろ

第
四
五
〇
号
・
平
成
一
九
年
五
月
七
日
判
決
・L

E
X
/D
B
25450805

）。
例
え
ば
、（
ⅰ
）
の
判
決
が
認
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
同
判
決
時
、
世
田

谷
区
内
に
は
約
四
万
八
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
〔
二
〇
〇
〇
〕
年
当
時
は
約
三
万
）
の
集
積
所
が
存
在
し
、
毎
日
一
〇
か
所
位
変
更
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
上
、「
資
源
・
ご
み
集
積
所
」
と
い
っ
た
看
板
の
よ
う
な
掲
示
物
の
な
い
集
積
所
も
相
当
数
存
在
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。「
所
定
の
場
所
」
な
い
し
処
理
計
画
の
「
定
め
ら
れ
た
場
所
」
で
あ
る
集
積
所
に
「
資
源
・
ご
み
集
積
所
」
と
記
載

し
た
看
板
等
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
明
確
性
が
確
保
で
き
る
と
は
い
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
上
告
審
決
定
は
、「
本
件
に
お
け
る

違
反
場
所
」
が
看
板
等
に
よ
り
集
積
所
で
あ
る
こ
と
が
周
知
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
、「
本
件
の
違
反
行
為
を
す
る
に
つ
い
て
は

明
確
で
あ
っ
た
」（
被
告
人
に
は
自
己
の
行
為
が
規
制
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
識
で
き
た
）
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
み
る
べ

き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、「
事
後
的
か
つ
段
階
的
規
制
」
が
と
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
あ
る
地
点
で
古
紙
等
を
収
集
し
た
こ
と
か
ら
（
同
地
点
で
の
収
集

に
つ
き
）
禁
止
命
令
を
受
け
た
と
し
て
も
、
同
地
点
以
外
の
場
所
で
収
集
す
る
こ
と
が
命
令
違
反
に
な
る
こ
と
を
告
知
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
も
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
告
審
決
定
は
、
広
島
市
暴
走
族
追
放
条
例
事
件
以
上
に
問
題

の
あ
る
事
案
に
つ
い
て
明
確
性
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
確
性
の
原
則
を
形
骸
化
し
て
い
る
と
の
評
価
を
免
れ
難
い
よ
う
に
思
う
（
13
）

。

北
海
道
迷
惑
防
止
条
例
事
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
条
例
二
条
の
二
第
一
項
四
号
の
「
卑
わ
い
な
言
動
」
は
、
同
項
柱
書
と
あ
わ
せ
て

（
一
一
五
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
一
〇

読
め
ば
、「
外
延
の
み
が
曖
昧
な
場
合
」
に
あ
た
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
限
定
解
釈
に
よ
り
明
確
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
同
事
件
上
告
審
決
定
の
法
廷
意
見
は
、「
社
会
通
念
上
、
性
的
道
義
観
念
に
反
す
る
下
品
で
み
だ
ら
な
言
語
又
は
動
作
」
を
い
う

と
解
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
常
用
語
と
さ
ほ
ど
径
庭
の
な
い
解
釈
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
外
延
を
明
確
に
す
る
限
定
解
釈
に
は

な
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
柱
書
を
考
慮
し
て
、「
公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
に
い
る
者
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
著

し
く
し
ゅ
う
恥
さ
せ
、
又
は
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
、
社
会
通
念
上
、
性
的
道
義
観
念
に
反
す
る
下
品
で
み
だ
ら
な
言
語
又
は
動
作

を
す
る
こ
と
」
が
実
行
行
為
で
あ
る
と
解
し
て
も
、
例
え
ば
、
女
性
の
露
出
し
た
背
中
や
足
を
撮
影
す
る
行
為
が
こ
れ
に
あ
た
る
の
か
判

断
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
（
14
）

。
ま
し
て
、
午
後
七
時
頃
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
で
女
性
客
を
少
な
く
と
も
約
五
分
間
、
四
〇

メ
ー
ト
ル
余
り
に
わ
た
っ
て
追
尾
し
背
後
の
約
一
な
い
し
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
、
同
人
の
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
た
臀
部
を
約
一
一
回
撮

影
す
る
行
為
が
こ
れ
に
あ
た
る
か
は
、
田
原
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
縷
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
当
に
疑
問
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
法
廷
意
見
に
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

四　

私
見
の
展
開

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
裁
判
例
に
お
け
る
明
確
性
の
原
則
は
、
一
般
人
基
準
を
示
し
た
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
上
告
審
判
決
以
来
、
担

当
裁
判
官
の
懸
命
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
混
迷
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
不
十
分
な
が
ら
私
見
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
刑
罰
法
規
の
明
確
性
が
要
求
さ
れ
る
根
拠
が
、
国
民
に
対
し
て
禁
止
さ
れ
る
行
為
（
そ
れ
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
刑
罰
権
の
行
使

を
許
容
す
る
行
為
）
と
そ
う
で
な
い
行
為
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
、
前
者
の
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
・
地
方
公

（
一
一
五
二
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
一
一

共
団
体
の
機
関
に
よ
り
規
制
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
制
約
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
以
上
、
不
明
確
ゆ
え
に
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
こ
と

に
な
る
か
の
判
断
基
準
は
「
国
民
一
般
に
対
し
て
刑
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
を
あ
ら
か
じ
め
告
知
す
る
も
の
と
い
え
る
か
」
と
い
っ
た
、

よ
り
一
般
的
な
も
の
に
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
当
該
事
件
の
被
告
人
に
と
っ
て
「
具
体
的
場
合
に
自
己
の
行
為
が
規
定
の
適

用
を
受
け
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
可
能
か
」
と
い
っ
た
基
準
に
よ
る
こ
と
は
、〈
本
件
の
被
告
人
に
と
っ
て
は
明
確
で
あ
っ
た
〉
と
い
っ

た
判
断
に
よ
り
不
明
確
な
法
令
を
放
置
す
る
結
果
に
つ
な
が
る
の
で
、
妥
当
で
は
な
い
。

第
二
に
、
明
確
性
の
有
無
は
、
当
該
法
令
の
文
言
に
つ
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
位
の
法
規
範
に
よ
る
明
確
化
を
許
容

す
る
に
し
て
も
、
一
般
に
公
示
さ
れ
る
規
則
あ
た
り
ま
で
が
限
界
で
は
な
い
か
と
思
う
。
命
令
や
通
達
、
あ
る
い
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

る
明
確
化
は
許
容
さ
れ
な
い
と
考
え
る
（
15
）

。

第
三
に
、
限
定
解
釈
に
よ
る
明
確
化
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
「
解
釈
」
と
し
て
可
能
な
範
囲
に
あ
り
、
か
つ
、
解
釈
の
結
果
が
、
法

令
の
語
義
か
ら
離
れ
な
い
明
確
な
も
の
で
あ
る
限
り
で
許
さ
れ
る
と
思
う
。
司
法
が
法
を
解
釈
し
て
具
体
的
事
案
に
適
用
し
解
決
を
は
か

る
作
用
で
あ
る
以
上
、
解
釈
の
限
界
を
超
え
る
よ
う
な
も
の
は
許
容
さ
れ
な
い
（
16
）

。
も
と
よ
り
、
国
民
の
誰
も
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
解
釈

を
す
る
必
要
は
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
る

よ
う
な
解
釈
│
典
型
例
は
、
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
上
告
審
判
決
の
「
淫
行
」
の
解
釈
で
あ
る
（
17
）

│
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。

五　

結
語

以
上
で
、
七
つ
の
事
件
の
裁
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
〈
明
確
性
の
原
則
〉
に
つ
い
て
の
考
え
の
批
判
的
検
討
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
私
見

（
一
一
五
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
一
二

（
そ
の
基
本
的
枠
組
み
）
の
展
開
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
①
明
確
性
を
規
則
、
通
達
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
で
補
完
す
る
こ
と
の

妥
当
性
、
②
規
制
目
的
や
規
制
対
象
（
表
現
の
自
由
に
関
わ
る
も
の
か
、
経
済
活
動
の
自
由
に
関
わ
る
も
の
か
、
人
権
享
有
主
体
が
業
者
か
一
般
人

か
等
）
に
よ
り
明
確
性
の
補
完
方
法
が
異
な
っ
て
よ
い
か
、
③
通
達
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
行
為
し
た
者
の
刑
事
責
任
は
ど
う
な
る

か
、
④
ド
イ
ツ
法
のB

estim
m
theitsgebot （18

）
と
の
比
較
、
と
い
っ
た
問
題
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
、
紙
幅
の
関

係
も
あ
り
、
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

拙
い
本
稿
で
は
あ
る
も
の
の
、
百
地
章
先
生
の
温
顔
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
し
、
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

注（
1
） 

団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
』
五
一
頁
以
下
（
創
文
社
、
第
三
版
、
一
九
九
〇
年
）、
平
野
龍
一
『
刑
法　

総
論
Ⅰ
』
八
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、

一
九
七
二
年
）、
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
総
論
）』
五
八
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
第
四
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
板
倉
宏
『
刑
法
総
論
』
三
四
頁
以
下
（
勁

草
書
房
、
補
訂
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
大
谷
實
『
刑
法
講
義
総
論
』
六
一
頁
以
下
（
成
文
堂
、
新
版
第
四
版
、
二
〇
一
二
年
）、
西
田
典
之
『
刑
法
総

論
』
五
六
頁
以
下
（
弘
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
一
〇
年
）、
前
田
雅
英
『
刑
法
総
論
講
義
』
四
九
頁
以
下
（
東
京
大
学
出
版
会
、
第
六
版
、

二
〇
一
五
年
）、
山
口
厚
『
刑
法
総
論
』
一
七
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
2
） 

徳
島
市
公
安
条
例
事
件
以
前
の
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
文
哉
「
法
文
の
不
明
確
に
よ
る
法
令
の
無
効
二
・
完
」
司
法
研
修
所
論
集
一
九
六
七

│
Ⅱ
三
二
頁
以
下
（
一
九
六
七
年
）
の
八
九
〜
九
三
頁
、
芝
原
邦
爾
『
刑
法
の
社
会
的
機
能
』
二
二
一
〜
二
二
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
）
な

ど
参
照
。

（
3
） 

門
田
成
人
「
刑
罰
法
規
明
確
性
の
理
論
と
『
公
正
な
告
知
』
の
概
念
二
完
」
島
大
法
学
三
四
巻
三
号
八
七
頁
以
下
（
一
九
九
〇
年
）
の
一
二
〇

頁
参
照
。

（
4
） 

佐
藤
・
前
掲
注（
2
）及
び
こ
れ
に
先
立
つ
、
佐
藤
文
哉
「
法
文
の
不
明
確
に
よ
る
法
令
の
無
効
㈠
」
司
法
研
修
所
論
集
一
九
六
七
│
Ⅰ
二
四
頁

()

()

（
一
一
五
四
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
一
三

以
下
（
一
九
六
七
年
）
を
意
味
す
る
。

（
5
） 

小
田
健
司
「
判
解
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
│
以
下
、「
最
判
解
刑
」
と
略
記
│
（
昭
和
五
〇
年
度
）
一
五
六
頁
以
下
（
法
曹
会
、

一
九
七
九
年
）
の
一
九
六
頁
は
、「〔
…
〕
外
延
の
不
明
確
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
の
行
為
が
こ
の
よ
う
な
外
延
に
関
す
る
場
合
で
あ
れ
ば

格
別
、
被
告
人
の
行
為
が
そ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
明
白
な
典
型
的
事
例
に
関
す
る
場
合
に
は
、
被
告
人
は
そ
の
規
定
の
外
延
の
不
明
確

性
に
よ
っ
て
な
ん
ら
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
件
の
具
体
的
事
実
関
係
に
適
用
さ
れ
る

限
り
に
お
い
て
明
確
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
し
て
外
延
の
不
明
確
性
の
問
題
を
と
り
あ
げ
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
ま
た
、

高
辻
裁
判
官
の
意
見
は
、
本
文
の
よ
う
に
解
す
る
根
拠
と
し
て
、
被
告
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
こ
と
の
ほ
か
に
、
法
令
の
合
憲
違
憲
の
判
断
は

司
法
権
の
行
使
に
付
随
し
て
具
体
的
事
実
に
対
す
る
当
該
法
令
の
適
用
に
関
し
て
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
に
お
い
て
す
れ
ば
足
り
、
ま
た
、
そ
の
限
度

に
と
ど
め
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
刑
集
二
八
巻
八
号
五
二
〇
頁
）。
こ
れ
は
、
佐
藤
・
前
掲
注（
2
）三
三
頁

の
「
事
件
性
の
問
題
」
と
同
様
の
考
え
で
あ
ろ
う
。

（
6
） 

佐
藤
・
前
掲
注（
4
）六
〇
頁
参
照
。

（
7
） 

淫
行
勧
誘
罪
の
「
淫
行
ノ
常
習
ナ
キ
婦
女
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
、「
無
貞
操
に
性
交
を
行
う
習
癖
の
な
い
婦
女
を
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」、

「
特
定
の
一
人
を
相
手
と
す
る
限
り
姦
婦
で
も
よ
く
、〔
…
〕
逆
に
頻
繁
に
代
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
同
時
期
に
多
数
の
男
を
持
つ
女
で
も
よ
い
と
解

す
る
」
と
い
っ
た
解
釈
が
さ
れ
て
い
た
│
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
⑷
各
側
⑵
』
三
二
一
頁
以
下
〔
所
一
彦
〕（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
）
参
照
。

福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
上
告
審
判
決
が
出
た
後
も
、
と
く
に
解
釈
の
顕
著
な
変
更
は
み
ら
れ
な
い
│
大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン

タ
ー
ル
刑
法　

第
九
巻
〔
第
一
七
四
条
〜
第
一
九
二
条
〕』
一
一
〇
頁
〔
亀
山
継
夫
＝
河
村
博
〕（
青
林
書
院
、
第
三
版
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
8
） 

高
橋
省
吾
「
判
解
」
最
判
解
刑
（
昭
和
六
〇
年
度
）
二
〇
一
頁
以
下
（
法
曹
会
、
一
九
八
九
年
）
の
二
一
六
〜
二
一
九
頁
参
照
。

（
9
） 

原
田
國
男
「
判
解
」
最
判
解
刑
（
平
成
元
年
度
）
二
八
八
頁
以
下
（
法
曹
会
、
一
九
九
一
年
）
の
三
一
五
頁
は
、
施
行
規
則
や
告
示
が
法
規
範

と
し
て
一
般
に
公
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
岐
阜
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
の
場
合
は
、
明
確
性
の
原
則
を
充
足
し
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

（
10
） 

飯
田
喜
信
「
判
解
」
最
判
解
刑
（
平
成
一
〇
年
度
）
九
八
頁
以
下
（
法
曹
会
、
二
〇
〇
一
年
）
の
一
〇
六
頁
は
、
上
告
審
決
定
の
基
底
に
は

（
一
一
五
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二
一
四

「『
有
害
』
が
食
品
に
よ
る
人
の
健
康
に
対
す
る
危
害
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
限
定
解
釈
を
加
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
考
え
」
が
あ

る
と
推
察
さ
れ
、
ま
た
、
第
二
審
判
決
が
、
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
の
販
売
等
に
食
品
衛
生
法
四
条
二
号
を
適
用
す
る
限
り
に
お
い
て
規
定
の
文
言
は
明

確
で
あ
る
旨
の
説
示
を
し
て
い
る
の
は
「
ア
ブ
ラ
ソ
コ
ム
ツ
が
人
の
健
康
危
害
を
引
き
起
こ
す
食
品
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
か
ら
、
本
件
で
は
、

規
定
文
言
の
明
確
性
を
論
じ
る
に
足
り
る
事
件
性
が
な
い
と
い
う
考
え
方
」
に
基
づ
く
説
示
で
あ
る
と
理
解
し
う
る
と
し
て
い
る
。

（
11
） 

札
幌
税
関
検
査
違
憲
訴
訟
事
件
上
告
審
判
決
（
最
大
判
昭
和
五
九
年
一
二
月
一
二
日
民
集
三
八
巻
一
二
号
一
三
〇
八
頁
）
は
、「
表
現
の
自
由

を
規
制
す
る
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
限
定
解
釈
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
解
釈
に
よ
り
、
規
制
の
対
象
と
な
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
、
か
つ
、
合
憲
的
に
規
制
し
得
る
も
の
の
み
が
規
制
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
一
般
国
民
の
理
解
に
お
い
て
、
具
体
的
場
合
に
当
該
表
現
物
が
規
制
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
基
準
を

そ
の
規
定
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
最
高
裁
昭
和
四
八
年
あ
第
九
一
〇
号
同
五
〇
年
九
月
一
〇
日
大
法
廷
判

決
・
刑
集
二
九
巻
八
号
四
八
九
頁
参
照
）」
と
徳
島
市
公
安
条
例
事
件
上
告
審
判
決
を
引
用
し
て
述
べ
て
お
り
（
民
集
三
八
巻
一
二
号
一
三
二
四
頁
）、

こ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
暴
走
族
追
放
条
例
事
件
上
告
審
判
決
の
那
須
裁
判
官
の
補
足
意
見
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
〇
八
頁
）
の
ほ
か
藤
田

裁
判
官
の
反
対
意
見
（
刑
集
六
一
巻
六
号
六
一
一
頁
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
判
決
に
関
与
し
た
裁
判
官
の
間
で
議
論
の
前
提
に
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
と
推
認
で
き
る
。

（
12
） 

前
田
巌
「
判
解
」
最
判
解
刑
（
平
成
一
九
年
度
）
三
七
九
頁
以
下
（
法
曹
会
、
二
〇
一
一
年
）
の
三
九
四
〜
三
九
五
頁
は
、
札
幌
税
関
検
査
違

憲
訴
訟
上
告
審
判
決
、
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
上
告
審
判
決
は
、「
規
制
の
対
象
と
さ
れ
た
具
体
的
行
為
が
本
来
的
に
合
憲
的
に
規
制

し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
事
案
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
広
範
性
・
明
確
性
の
問
題
に
答
え
て
お
り
、
規
定
を
文
言
上
違
憲
と
す
る
適
格
を
認

め
る
立
場
に
立
つ
も
の
と
解
さ
れ
、
広
島
市
暴
走
族
追
放
条
例
事
件
上
告
審
判
決
の
法
廷
意
見
も
被
告
人
の
行
為
が
「
限
定
解
釈
さ
れ
る
処
罰
行
為

の
核
心
部
分
」
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
違
憲
主
張
の
「
主
張
適
格
を
認
め
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
」
と
す
る
。

（
13
） 

世
田
谷
区
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
事
件
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
に
つ
き
、
例
え
ば
、
山
本
善
貴
「
刑
罰
法
規
の
明
確
性
と
罪
刑
法
定
主
義
」

板
倉
宏
監
修
・
著
、
沼
野
輝
彦
＝
設
楽
裕
文
編
『
現
代
の
判
例
と
刑
法
理
論
の
展
開
』
一
七
頁
以
下
（
八
千
代
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
14
） 

三
浦
透
「
判
解
」
最
判
解
刑
（
平
成
二
〇
年
度
）
六
九
九
頁
以
下
（
法
曹
会
、
二
〇
一
二
年
）
の
七
一
六
頁
は
、
あ
る
程
度
性
的
な
意
味
合
い

（
一
一
五
六
）



明
確
性
の
原
則
と
憲
法
三
一
条
（
設
楽
）

二
一
五

が
あ
る
特
定
部
位
を
ね
ら
っ
て
撮
影
し
た
の
で
な
け
れ
ば
「
卑
わ
い
な
言
動
」
に
あ
た
る
と
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、「
肩
、
背
中
な
ど
を
ね

ら
っ
た
場
合
は
一
般
的
に
は
積
極
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。

（
15
） 
井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
総
論
』
三
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
罪
刑
法
定
主
義
は
刑
罰
権
行
使
に
民
主
主
義
的
正
当
性
を
与
え
、

同
時
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
不
明
確
な
法
律
は
国
家
権
力
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
も
役
立
た
な
い
」
と
す
る
。

民
主
主
義
的
要
素
の
な
い
下
位
規
範
に
よ
る
明
確
化
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
16
） 

佐
藤
・
前
掲
注（
2
）四
六
〜
四
七
頁
は
、
解
釈
の
結
果
は
明
確
性
の
基
準
に
達
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
実
質
的
に
当
該

法
令
を
書
き
か
え
る
よ
う
な
解
釈
は
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

（
17
） 

福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
事
件
上
告
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
お
い
て
も
、
反
対
意
見
を
支
持
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
│
西
田
・

前
掲
注（
1
）五
七
頁
、
山
口
・
前
掲
注（
1
）二
一
頁
、
浅
田
和
茂
『
刑
法
総
論
』
五
八
頁
（
成
文
堂
、
補
正
版
、
二
〇
一
二
年
）、
曽
根
威
彦
『
刑

法
の
重
要
問
題
﹇
総
論
﹈』
二
五
頁
（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
伊
東
研
祐
「
刑
法
の
解
釈
」
阿
部
純
二
ほ
か
編
『
刑
法
基
本
講
座
〈
第

一
巻
〉
│
基
礎
理
論
、
刑
罰
論
』
五
八
頁
（
法
学
書
院
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
参
照
。
ご
く
最
近
の
も
の
と
し
て
、
清
水
洋
雄
「
国
民
目
線
の
刑

法
」
日
本
法
学
八
二
巻
二
号
一
三
七
頁
以
下
（
二
〇
一
六
年
）
の
一
四
四
頁
参
照
。

（
18
） V

gl.etw
a C

la
u

s R
oxin

,S
trafrecht A

T
., B
d.Ⅰ
,3.A
ufl.,1997,§

5,R
n.11,67-82,S

.98-99,125-130; K
la

u
s H

offm
a

n
n

-

H
ollan

d,S
trafrecht A

T
.,2007,S

.27-28.

（
一
一
五
七
）
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